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日
奈
久
美
術
愛
好
会
（
会
員
24
名
、
会
長
吉
田
幸
一
さ
ん
）
は
、

「
日
奈
久
美
術
展
」
を
２
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
日
奈
久
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中
止
ま
た
は
規
模

縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
明
る
い
話
題
を
作
り
出
し
た

い
と
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

○
作
品
の
領
域

日
本
画(

水
墨
画)

、
洋
画(

水
彩
画)

、
デ
ザ
イ
ン(

イ
ラ
ス
ト
・

Ｃ
Ｇ)

、
工
芸
（
竹
工
・
木
工
・
焼
き
物
・
ひ
ょ
う
た
ん
・
染
色
）
、

手
芸
（
刺
繍
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
押
し
花
・
ち
ぎ
り
絵
）
、
写
真

な
ど
、
趣
味
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の

○
作
品
の
大
き
さ
・
材
料

自
由

○
出
品
料

５
０
０
円

○
出
品
資
格

日
奈
久
に
住
ん
で
い
る(

住
ん
で
い
た)

人
、
日
奈
久
出
身
者
、

日
奈
久
で
働
く(

働
い
て
い
た)

人
で
、
高
校
生
以
上

○
審
査
や
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
会
員
以
外
の
方
は
事
前
の
申
込
み
（
連
絡
用
）
が
必
要
で
す
。

吉
田
幸
一

（
38
）
１
５
２
５

〆
切
９
月
20
日

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

※8月11日は平日です
住民自治会関係会議等

13日(金)市政協力員例会
16日(月)運営委員会
20日(金)広報部会

７
月
15
日(

木)

開
催
の
運
営
委
員
会
か

ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主
な
事
項

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
旅
館
組
合

・
チ
ー
ム
Ｉ

日
奈
久
の
メ
ン
バ
ー
が
、

憩
い
の
広
場
の
足
湯
の
掃
除
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
暑
い
日
は
、
温
泉
で
は
な
く
、
冷
た

い
水
を
入
れ
て
い
ま
す
。

○
事
務
局

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
の
寄
付
物
品
の
贈
呈
式
は
、

７
月
中
に
実
施
予
定
で
す
。

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
金
（
丑
の
湯
祭
り
、
九
月
は

日
奈
久
で
山
頭
火
）
の
書
類
は
、
提
出
済
み

で
す
。

・
広
報
部
が
使
用
し
て
い
る
プ
リ
ン
タ
ー
が

老
朽
化
し
、
新
し
い
プ
リ
ン
タ
ー
を
購
入
し

ま
す
。

・
日
奈
久
温
泉
街
地
区
の
景
観
ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
会
が
、
８
月
３
日
（
火
）
に
日
奈

久
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日奈久の人口
（６月末現在）

男 1129人

女 1371人

計 2500人

(前月比-８人)

(2009年末3444人)

令和３年８月号
（第１４４号）

発行者

日奈久住民自治会

8日(日) 山の日
9日(月)振替休日
22日(日)小・中資源回収

23日～24日中学校ｻﾏｰｽｸｰﾙ
25日(水)２学期始業式
29日(日)八代市長

市議会議員選挙投票日

期日前投票は、
8月23日～28日8:30～17:00

８月の行事から

全
議
案
「
可
決
」
さ
れ
る

令
和
３
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
定
期
総
会
【
書
面
議
決
】

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
３
年
度
日
奈
久
住
民
自
治

会
定
期
総
会
は
、
【
書
面
議
決
】
に
よ
り
、
議
決
権
を
有
す
る
者
40
名
の
う
ち
、

行
使
書
を
提
出
し
た
36
名
全
員
の
『
賛
成
』
を
以
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
議

案
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
第
１
号
議
案

令
和
２
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
事
業
報
告

◆
第
２
号
議
案

令
和
２
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
一
般
会
計
報
告

令
和
２
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
基
金
決
算
書

令
和
２
年
度
日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

一
部
管
理
業
務
受
託
事
業
決
算
書

令
和
２
年
度
特
別
会
計
津
森
小
遭
難
の
碑
基
金
決
算
書

令
和
２
年
度
会
計
監
査
報
告

◆
第
３
号
議
案

令
和
３
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
事
業
計
画
（
案
）

◆
第
４
号
議
案

令
和
３
年
度
日
奈
久
住
民
自
治
会
一
般
会
計
予
算
（
案
）

令
和
３
年
度
日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

一
部
管
理
業
務
受
託
事
業
予
算
（
案
）

※
日
奈
久
温
泉
駅
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
住
民
自
治
会
で
要
望
で
き
な
い
か
と

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
は
、
別
紙
印
刷

し
て
配
布
し
ま
す
。
議
決
に
携
わ
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

日
奈
久
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

本
田
亮
二

日
奈
久
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

谷
口
洋
明

梅
雨
明
け
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な

夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
校
区
民
の
皆

様
に
は
日
頃
か
ら
日
奈
久
小
・
中
学
校

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
日

奈
久
小
・
中
学
校
合
同
資
源
回
収
を
本

年
は
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

８
月
22
日(

日)

７
時
～
８
時

◆
回
収
物

ビ
ー
ル
瓶(

大
・
中
・
小
・
２
Ｌ
瓶)

、

ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
、
ア
ル
ミ
缶(

潰
さ
な

い)

、
新
聞
紙(

広
告
紙
が
混
ざ
っ
て
も

良
い)

で
す
。
※
一
升
瓶
は
集
め
ま
せ
ん
。

な
お
、
回
収
は
小
・
中
学
生
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
が
行
い
ま
す
。
こ
の
収
益
金
は

児
童
生
徒
の
教
材
の
充
実
等
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
現
在
小
学

校
は
生
徒
数
67
名
、
世
帯
数
46
世
帯
、

中
学
校
は
生
徒
数
28
名
、
世
帯
数
24
世

帯
と
年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
、
収
益

金
を
確
保
す
る
の
も
年
々
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
校
区

民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
何
卒
お

願
い
し
ま
す
。

資
源
回
収
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
回
覧
板
等
で
ご
確
認
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

日
奈
久
小
・
中
学
校
資
源
回
収
の
お
知
ら
せ

昨年度の資源回収

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
と
は
、
地
域
の

高
齢
者
、
成
人
、
学
生
、
民
間
企
業
な
ど

幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画
を
得
て
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
達
の
学
び
や
成
長
を
支
え

る
と
と
も
に
、
「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
地
域
と
学
校
が
相
互

に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し
て

行
う
活
動
で
す
。
生
涯
学
習
課
に
協
働
活

動
本
部
が
置
か
れ
て
お
り
、
来
年
度
ま
で

に
八
代
市
全
て
の
学
校
で
展
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
達
の
成
長
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
登
下
校
の
見
守
り
活
動
や
読

み
聞
か
せ
な
ど
、
自
分
た
ち
に
「
で
き
る

こ
と
」
を
「
で
き
る
範
囲
」
で
、
「
で
き

る
時
」
に
実
施
し
て
い
く
活
動
で
す
。
こ

の
こ
と
で
、
子
ど
も
達
か
ら
元
気
を
も
ら

い
、
地
域
の
連
携
が
深
ま
る
な
ど
、
双
方

向
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆

様
の
得
意
な
こ
と
や
出
来
る
こ
と
を
日
奈

久
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

こ
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
す
る
た

め
に
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
「
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
日

奈
久
小
・
中
学
校
で
は
、
山
田
健
二
氏

（
山
下
町
）
が
、
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
は
、
地
域
の
皆
様

の
ご
理
解
と
積
極
的
な
協
力
体
制
が
必
要

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す

日
奈
久
の
活
性
化
を
願
っ
て
始
め
ら

れ
た
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」
は
、

今
年
で
22
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
俳
句
、
俳
画･

絵

手
紙
の
募
集
と
「
お
り
や
」
の
公
開
の

み
で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
俳
句
】

①
題
材

定
型
で
も
自
由
律
で
も
可

（
未
発
表
作
品
）

②
部
門

◆
一
般
の
部

１
組
３
句
ま
で

（
投
句
料

１
組
１
０
０
０
円
）

◆
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
中
学
生
）

一
人
２
句
ま
で
（
無
料
）

③
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
。

作
品
の
漢
字
に
は
読
み
仮
名
を
つ
け
る
。

投
句
料
は
、
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小

為
替
で
。

【
俳
画･

絵
手
紙
】

①
俳
画
テ
ー
マ

「
山
頭
火
の
俳
句
を
も
と
に
し
た
俳
画
」

②
絵
手
紙
テ
ー
マ

「
日
奈
久
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
い
い
な
」

「
ふ
る
さ
と
」
「
旅
」
「
あ
り
が
と
う
」

③
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
作
品
を
描
き
応
募

【
全
て
の
作
品
の
募
集
期
間
】

９
月
１
日
～
９
月
30
日

《
送
付
先
》
〒
８
６
９-

５
１
３
５

八
代
市
日
奈
久
中
町
５
１
６

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
内

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
６
５
（
38
）
０
２
６
７

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

あなたの作品を展示します
「日奈久美術展」作品募集

◆会期 令和３年10月24日(日)～31日(日) (搬入10月23日)

◆会場 日奈久ゆめ倉庫

松本寛三様（金波楼）より、
７月２日に１０１歳でご逝去
されたご亡母松本米子様の香
典返しとして住民自治会へ寄
付をいただきました。
ありがとうございました。

第
22
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

俳
句
、
俳
画
・
絵
手
紙
を
募
集

あ
な
た
か
ら
の
応
募
待
っ
て
い
ま
す

今
年
の
敬
老
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
「
式
典
及
び
集
い
」
は
、

【
中
止
】
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
お
祝
い
の
品
は
、
婦

人
会
会
員
が
、
敬
老
会
対
象
者
（
満
77
歳
以
上
）
を
訪
問
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

７
月
18
日(

日)

早
朝
よ
り
、
住
民
自

治
会
生
活
環
境
部
会
を
中
心
に
、
運
営

委
員
会
、
市
政
協
力
員
会
、
婦
人
会
、

日
奈
久
出
張
所
と
コ
ミ
セ
ン
職
員
、
地

域
有
志
約
50
名
の
参
加
を
得
て
、
津
森

小
遭
難
の
碑
公
園
除
草
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
雨
で
伸
び
て
い
た
草
は
ま

た
た
く
間
に
除
草
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
全
安
心
な
通
学
路
に
」

馬
越
町

西
村
謙
剛

千
葉
県
の
小
学
生
の
交
通
死
亡
事
故
等

に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

昭
和
40
年
代
、
我
が
町
内
に
も
歩
道
が

な
い
通
学
路
が
あ
り
ま
し
た
。
通
学
時
間

中
に
通
る
車
の
数
は
、
１
時
間
に
６
０
０

台
ほ
ど
で
し
た
。
私
は
交
通
係
を
し
て
い

て
、
一
日
も
早
く
安
全
安
心
に
し
な
け
れ

ば
と
思
い
、
当
時
の
甲
斐
校
長
先
生
と
話

し
合
い
、
坂
田
代
議
士
に
お
願
い
し
、
２

年
後
に
歩
道
を
設
置
す
る
と
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
予
算
は
４
億
円
と
聞
き
ま

し
た
。
歩
道
の
長
さ
は
、
町
内
の
公
民
館

入
り
口
か
ら
、
今
の
高
速
道
路
入
り
口
ま

で
の
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。
当

時
の
町
内
の
生
徒
数
は
、
20
名
ほ
ど
で
し

た
。
高
速
道
路
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

町
内
で
は
、
日
本
で
一
番
危
険
な
道
路

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
何
事
も
信
念
を
持
っ

て
対
応
す
れ
ば
、
人
は
動
い
て
く
れ
ま
す
。

今
日
ま
で
、
一
人
の
事
故
も
な
く
生
活

で
き
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
一
致
協
力
し
て
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

読
者
の
広
場

熱
中
症
に
注
意
を
！

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
熱
中
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

①
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

②
部
屋
の
風
通
し
を
良
く
す
る

③
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手
に
使
用
す
る

④
部
屋
の
温
度
を
計
る

⑤
シ
ャ
ワ
ー
や
タ
オ
ル
で
身
体
を
冷
や
す

⑥
涼
し
い
服
装
に
す
る
。
外
出
時
に
は
日
傘
、

帽
子
を
着
用
す
る

⑦
暑
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い

⑧
緊
急
時
、
困
っ
た
時
の
連
絡
先
を
確
認
す
る

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園

住
民
の
力
で
除
草

泉
生
活
環
境
部
長
の
「
日
奈
久
の
皆
さ

ん
の
津
森
に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
り
ま
し

た
」
と
の
言
葉
通
り
、
た
く
さ
ん
の
日
奈

久
住
民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

多くの参加を得て進む除草作業
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街
角
ス
ナ
ッ
プ

６
月
27
日
（
日
）
恒
例
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
収
穫
体
験
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
日
奈
久

住
民
自
治
会
、(

株
）
ア
グ
リ
日
奈
久
共

催
、
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
運
営
に
よ
る
こ

の
収
穫
祭
も
広
く
知
れ
渡
り
、
盛
況
で

喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

久
保
事
務
局
長
が
、
朝
早
く
か
ら
何

日
も
か
け
て
圃
場
の
草
刈
り
を
さ
れ
た

お
か
げ
で
、
天
候
の
悪
い
中
で
も
ス
ム
ー

ズ
な
ド
ル
チ
ェ
ド
リ
ー
ム
の
も
ぎ
取
り

が
出
来
ま
し
た
。
や
は
り
魅
力
は
そ
の

安
さ
。
６
本
５
０
０
円
は
、
半
額
セ
ー

ル
以
上
の
お
買
い
得
で
す
。

今
年
は
去
年
の
反
省
を
踏
ま
え
て

「
監
視
員
を
配
備
し
ま
す
」
と
開
始
の

挨
拶
で
告
示
が
あ
り
、
目
立
っ
た
ル
ー

ル
違
反
者
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
参
加
者
は
２
０
０
名
以
上
で
、

頼
ま
れ
て
一
人
で
何
袋
も
購
入
さ
れ
る

方
も
多
く
、
や
は
り
待
ち
に
待
っ
た
今

日
こ
の
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
熊
本
市

か
ら
参
加
さ
れ
た
家
族
は
、
「
知
り
合

い
か
ら
連
絡
を
も
ら
い
、
こ
の
日
を
楽

し
み
に
来
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
喜
ん

で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

今
年
は
天
候
の
関
係
で
、
一
番
な
り
し

か
収
穫
で
き
ず
、
「
来
年
は
も
う
少
し

面
積
を
広
げ
な
い
と
い
け
な
い
か
な
？
」

と
白
石
社
長
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
続
い

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
な
お
、
売
上
金

の
一
部
は
、
住
民
自
治
会
へ
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
７
月
４
日
（
日
）
に
は
、
一

人
10
本
ま
で
の
無
料
開
放
に
約
50
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

ド
ル
チ
ェ
ド
リ
ー
ム
大
収
穫
！

雨
の
中
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
体
験
祭
賑
わ
う

収穫を終えて大満足

細
川
三
代
忠
利
公
か
ら
三
千
石
の
禄

ろ
く

(

給
与)

を
も
ら
っ
て
い
た
尾
藤
金
左
衛
門

と
い
う
重
臣
が
い
ま
し
た
。
頭
が
よ
く
て

手
先
が
器
用
だ
っ
た
の
で
、
大
変
重
宝
が

ら
れ
、
藩
主
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す

る
の
が
任
務
で
し
た
。

江
戸
城
へ
お
供
し
た
と
き
、
控
え
の
間

で
各
大
名
の
お
供
た
ち
が
自
国
の
自
慢
話

を
始
め
ま
し
た
。
加
賀
は
百
万
石
、
島
津

は
七
十
五
万
石
、
毛
利
は
、
黒
田
は
と
話

が
弾
み
ま
し
た
が
、
「
時
に
細
川
藩
は
何

万
石
で
あ
っ
た
か
の
う
」
と
バ
カ
に
し
た

よ
う
に
問
わ
れ
、
金
左
衛
門
は
と
っ
さ
に

「
肥
後
は
表
高
こ
そ
五
十
四
万
石
だ
が
、

土
地
も
肥
え
て
お
り
実
高
は
百
万
石
以
上

で
、
日
本
一
で
ご
ざ
る
わ
い
。
」
と
煙
に

け
む

巻
い
て
や
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
話
が
将
軍
に
伝
わ
り
、

将
軍
か
ら
問
い
正
さ
れ
て
、
困
っ
た
忠
利

は
と
っ
さ
に
笑
い
出
し
、
「
尾
藤
や
つ
は

バ
カ
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
あ
の
者
の
言

葉
は
お
取
り
上
げ
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
に
」

と
申
し
て
ほ
う
ほ
う
の
体
で
藩
邸
に
帰
る

て
い

と
、
尾
藤
に
一
部
始
終
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

密
告
し
た
の
は
隠
密
の
仕
業
か
と
、
そ
れ

か
ら
尾
藤
は
表
面
上
は
罷
免
さ
れ
、
わ
ざ

ひ
め
ん

と
バ
カ
を
装
っ
て
日
々
を
送
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

忠
利
の
帰
国
と
共
に
、
尾
藤
も
帰
国
し
、

ひ
た
す
ら
謹
慎
し
て
忠
利
の
沙
汰
を
待
ち

ま
し
た
。
忠
利
は
、
将
軍
に
も
尾
藤
は
バ

カ
と
知
ら
れ
て
い
る
の
を
罰
す
る
と
、
尾

藤
の
言
っ
た
こ
と
が
本
当
だ
っ
た
と
誤
解

さ
れ
る
と
思
い
、
三
千
石
の
禄
高
は
そ
の

ま
ま
に
、
日
奈
久
の
馬
越
に
蟄
居(

家
に

ち
っ
き
ょ

閉
じ
こ
も
る
こ
と)

を
命
じ
ま
し
た
、
尾

藤
は
隠
密
の
監
視
に
注
意
し
な
が
ら
、
い

つ
も
バ
カ
を
装
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
て
蟄
居
中
も
禄
は
三
千
石
を
拝

領
し
て
い
た
の
で
、
「
寝
て
も
起
き
て
も

三
千
石
」
と
世
間
の
人
た
ち
か
ら
言
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

※
本
文
は
中
原
文
敬
著
「
日
奈
久
の
歴
史
」

を
参
考
に
し
ま
し
た
。

７
月
16
日
（
金
）
に
日
奈
久
小
学
校
で

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環
で
、
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
松
本
啓
佑
氏
（
上
西
町
）
が
、

５
・
６
年
生
22
名
に
出
前
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
ラ
ブ
ひ
な
の
メ
ン
バ
ー

も
駆
け
つ
け
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
一
人
、
山
下
亜
矢
子
氏
の
司
会

進
行
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

日
奈
久
の
先
輩
と
し
て
、
聖
火
リ
レ
ー

の
こ
と
、
「
ラ
ブ
ひ
な
」
の
こ
と
、
日
奈

久
へ
の
思
い
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
等
を
活
用

し
、
詳
し
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
松
本
氏
は
、

自
分
一
人
の
力
で
は
な
く
、
ラ
ブ
ひ
な
の

メ
ン
バ
ー
の
支
え
が
あ
っ
て
走
れ
た
聖
火

リ
レ
ー
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
強
く
、
メ

ン
バ
ー
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
日
奈
久
へ

の
思
い
を
心
に
天
草
の
町
を
走
っ
た
姿
が

写
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
て
見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
日
奈
久
を
ど
う
に
か
し
た

い
」
「
日
奈
久
を
一
つ
に
」
と
の
思
い
か

ら
「
ラ
ブ
ひ
な
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂
・
祭
り
を
始
め
、

日
奈
久
を
元
気
に
し
た
い
と
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
日
奈
久

に
賑
わ
い
が
戻
り
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
は
、
「
日
奈
久
の
宝
は
君

た
ち
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
日
奈
久
の
こ

と
を
知
り
好
き
に
な
っ
て
、
ラ
ブ
ひ
な
の

よ
う
に
日
奈
久
を
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
」

上
西
町
と
中
西
町
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
、

初
め
て
七
夕
飾
り
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た

日奈久温泉駅には、みずほ保育園園児達の

製作した七夕飾りが風に揺れていました

７
月
15
日
（
木
）
に
日
奈
久
中
学
校
で

は
、
人
権
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
下
西
町
の
金
井
昌
康
氏
を
講
師
に
迎

え
、
「
私
の
戦
争
体
験
」
と
題
し
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
井
氏
は
、
昭
和
10
年
生
ま
れ
で
、
終

戦
時
は
小
学
校
４
年
生
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
ず
戦
時
中
の
日
奈
久
の
様
子
に
つ
い

て
、
夜
中
に
爆
弾
投
下
が
あ
っ
た
こ
と
や

戦
闘
機
よ
り
機
銃
掃
射
を
受
け
ら
れ
た
経

験
な
ど
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

沖
縄
か
ら
の
学
童
疎
開
に
つ
い
て
は
、
当

時
日
奈
久
小
学
校
長
だ
っ
た
池
田
正
先
生

の
著
書
を
元
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
日
奈
久
小
学
校
は
千
名
の
子
ど
も

達
が
お
り
、
沖
縄
か
ら
千
名
の
子
ど
も
達

が
来
た
の
で
、
と
て
も
一
度
に
授
業
が
で

き
ず
、
午
前
と
午
後
に
分
け
て
２
部
授
業

が
行
わ
れ
た
こ
と
。
食
糧
不
足
の
た
め
に

運
動
場
は
、
か
ら
い
も
畑
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
学
童

疎
開
船
の
対
馬
丸
の
撃
沈
で
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
通
し
て
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
金
井
氏
は
、
「
私
は
『
バ
カ
』

と
い
う
言
葉
が
嫌
い
で
す
。
誰
で
も
他
の

人
に
な
い
良
い
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
か

ら
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
の
体

験
に
よ
っ
て
、
命
の
尊
さ
を
実
感
し
て
こ

ら
れ
た
か
ら
の
言
葉
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

生
徒
代
表
の
３
年
西
﨑
七
海
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、
戦
争
の
な
い

平
和
な
世
界
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
平

和
学
習
を
深
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

寝
て
も
起
き
て
も
三
千
石

尾
藤
金
左
衛
門
（
馬
越
）
の
話
（
そ
の
１
）

日
奈
久

歴
史
散
歩

「
私
の
戦
争
体
験
」

日
奈
久
中
で
金
井
昌
康
氏
講
話

優しく語りかけられる金井昌康氏

と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
「
夢
は
見

る
も
の
で
な
く
、
叶
え
る
も
の
」
「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り
、
友
だ
ち

を
大
切
に
し
、
人
に
感
謝
し
て
い
っ
て
欲

し
い
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

６
年
生
の
冨
永
琥
太
郎
さ
ん
は
、
お
礼

の
言
葉
で
「
こ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
日
奈
久

の
人
口
や
観
光
客
が
減
少
し
て
、
日
奈
久

の
町
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
将
来
大
人
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
と
日
奈
久
の
た
め
に
出
来

る
こ
と
を
両
立
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
も
『
ラ
ブ

ひ
な
』
に
入
っ
て
、
日
奈
久
が
観
光
客
で

あ
ふ
れ
る
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
一
人
ひ

と
り
聖
火
リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
を
抱
え
、
写

真
に
収
ま
り
ま
し
た
。

中
学
校
は
、
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
「
ラ
ブ
ひ
な
」
に
支
え
ら
れ
て
走
っ
た
聖
火
リ
レ
ー

日
奈
久
小
・
中
で
松
本
啓
佑
氏
が
出
前
授
業

聖火リレーのグッズを紹介をする

松本啓佑氏

一
人
ず
つ
ト
ー
チ
を
手
に
記
念
写
真


